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幼児 の 多様な表現媒体 と して の コ ン ピ ュ
ー タ

　　　　　　　　
ー 4歳児A 子の 表現の変容を通 して

一

　　　　　　 〇 阿部 アサ ミ 　 　 小 野 和

　　　　 （練馬区立 光が丘わ かぼ幼稚園〉　（東京成徳短期大学）

1　 目的

　幼児 に どの よ うな コ ン ピュ
ータの 経験が望ましい の

か，対象児 A子 の コ ン ピ ュ
ータで の 表現 は，他の 遊び

や行動，友達関係へ どう影響 したか．VTR の事例研究

を通 して 明 らか に したい と考 えた 。

皿　 研究の ね らい

　A 子 は，コ ン ピ ュ
・一

タに ど うかかわ り自分を表現 し

て い くの か ， 友達 は A子 の表現に どう影響してい るの

か を探り，指導の 手がか りを得 る 。

皿　 研究方法

［観察場面］ 4歳 の 対象児 A 子が コ ン ピコ．一・夕 にか か

わっ て 遊ん で い る場面と，他の 遊び を して い る場面。

コ ン ピュ
ー

タは 2年保育 20 名の 保育室の
一

隅 に，選

択する 遊び の
一

つ と して 設置 しVTR に て観察す る。ソ

フ トは 絵をか くソ フ ト2つ と，海底探検マ リン パ レ ス

と，くる み わ り人形 の ソ フ トを使用する 。

［分析 ・考察の 観点］  機器の 特性 へ の 気付き　  友

　達 との か か わ り　  表現　  教 師 の 援 助 につ い て

［観察記録］平成 8年4月〜平成 9 年3月迄の
一
年 問 。

　】v　 結 呆 と考察

くA 子の 4歳時の
一’
年間の 事例の 中から抜粋 〉

　 日時

4月20 日VTR 　1

4月22 日VTR 　2

5月13日VTR 　3

5月18HVTR4

6月26日VTR 　5

s月〜7月

9．月10日VTR6

事例

マ ウス や キ
ー

ボ
ー

ドをさ わ る 。

コ ン ピ ュ
ー

タで 先 に遊 んで い る E 男

に 「A ち ゃ ん に もや らせ て 」 と言

う。A子 は操作 して い る 時，　 B 男が

話 しか けて も答 え ない 。

一
入 で ス タ ン プ機能を試す。

教師の まねを して，かい た 絵を保存 し

ようとキーボードの 数字 を さか ん に さ

わ る 。

水族館 の 魚の CD − ROM を
一

人で 見 る

学級全体の 出欠調 べ の 場面で 名前 を よ

ば れて も返事を しない 。日曜参観や プ

ー
ル 参観 で 両 親の 姿 を見つ ける と顔が

こ わばり，遊びをや め る 。

始め は B 子 と ままご とをして い たが，

途中 で
．
緒 に コ ン ピ ュ

ー
タ で 遊ぶ 。 文

字 ス タ ン プ で 互 い の 名前の 文字を見つ

9月上 旬

10月中句

／0月下 旬

　
〜11月

11月2iヨVTR7

1ユ月上 旬

11月 18HVTR8

12月9日VTR9

2月1日VTR10

2月3日VTR11

2月6日VTR12

けて 画面k の 紙にス タ ン プする
。

出欠調べ で返事をす る ように なる 。

頭足人の 自分をか く

コ ン ピュ
ー

タで い ろ い ろ な 機能を組み

合わ せ，繰 り返 し自分 をか く。 頭 足 人

の絵が 変化 し，体 をか くようになる

偶然その 場に来た C 子 と思っ た こ とを

言い 合い ながら，模様作 りをする 。

他の 学級の 幼児 の 前で
一人 で ス キ ッ プ

を して 見せ る 。

A子の コ ン ピュ
ー

タの 表現 に興味をも

ち見に きた 男児 2名と，言葉で思 っ た

こ とを言い 合 い 楽 しさ を共 感す る。

始めは 自分の 作 っ たぺ L一
プサ

ー
トで

踊 っ て い る D子 とかか わ ろ うとする 。

しば らくして D子 と一・緒 に踊る。

新 入 園児の
一
日入園で

，
B 子 と一

緒 に

踊 っ た り楽器を した りして見せ る
。

D 子 と積み 木で おうち作 りをする 。

C 子やD 子と・・緒 に，自分達で作っ た 鬼

の 面 をか ぶ り先頭を交代しあっ て すべ

り台 をすべ る遊 び方 を楽 しむ 。

2月18 日VTRI3 友達と思 っ た こ とを言 い 合い なが ら，

　　　　　　　コ ン ピュ
ー

タで くる み わ り人形の 音楽

　　　　　　　や 絵や 物語 を楽 しむ 。

3月3日VTR ！4 学級で 飾る 大きな ひ な人形作 りを，教

　　　　　　　 師や友達 と一緒 にする。

〈
一
年 閲の 姿か ら分 か っ た こ と〉

  機器 の 特性へ の 気付 き…積極的 に，マ ウス や キー
ボ

ードな ど機器の 外形 や ソ フ トの 内容 を探索 した り，友達

や教師の様子を見て まねたりしながら，機能 に気付 い て

い く。

  友達 との か か わ り…他 の 遊 び で かか わ っ た 幼児 とコ ン

e
”
　a

一
タ の 場で も．一

緒 に 遊 ん だ り，
コ ン ピ ュ

ータ の 場で

遊ん だ幼児 と他 の 遊び を一
緒 に した りす る姿が見 られ

る 。 こ の ように．他の 遊びや コ ン ピュ
ー

タの場面で，遊

び の 楽しさ を共感 しあっ た り言葉や 動 きで 互 い の 気持 ち

を受け止 め あ っ た りして い くこ と は，友達 関係の 深まり
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　 や広が りにつ なが っ て い る。

  表現
…

始め は 太い 線 や 細い 線の な ぐりが きや
，

ス タ

　 ン プ等 の 機 能 を試 して い る 。 機能探索 や表現 を試 行

　錯誤をす る こ とで ，次第 に 工 夫 しながら自分の 表現

　をする ように な っ て い る 。

  教師の 援助…A 子が 自分 の 力で 生活や遊 びをすすめ

　る姿を見守っ たり， 認めたりして A 子がより自己発

　揮で きる ように する 。

V 　研究の ま とめ

《A 子の 主体性を育て る こ と につ い て

　　　　
一A 子をと りまくさまざまな保育環境》

・
恥ずか しが りや だ っ た A 子が，次第に 自分 ら しさを

　表わす よ うに なっ て きた の は，生活全体を通 して 自

分 の 力で 生 活や遊びをすすめ て い る力を信頼 し， A

　子な りの歩み をあせ らず見守っ てきた こ とが大き

　い 。A 子 の 主体 的 な遊 びへ の 取 り組 み の 姿勢 を育 て

　る た め に は
，　「こ の 遊 び は 楽 しい 」　「こ れ は ま たや

　 りた い 」 とい うよ うに，A子や学級の 幼児が遊びの

　楽 し さを味わえる よう，幼児の 興味 ・
関心 に合 わせ

　て
’
環境を設定 した り．再構成 した りして い くこ とが

　大切 で あ る 。

《A 子 の コ ン ピ ュ
ー

タの 表現 と，他の 遊 び や友達関係

との 関連 につ い て 》
・入 園当初 ，

人 前で 自分を表 わす時は
， 緊張 して 表情

が こ わばっ て い た A 子 は，コ ン ピュ
ータ を含むい

ろ い ろ な表現媒体で 自分の 思 い や 発想をの びの びと

表現す る よ うに な っ て きた。A 子の 表現意欲を高め

た の は
， 入園から学期 を経 る毎に， 教師との 信頼関

係 が 深まっ た こ とや，友達関係の 広まりや深ま り．

自分 ら しさ を表わ せ る 遊びに 自信をもっ た こ と等，

心 の 安定や 成長 と切り離せ な い 。

・A 子は入園当初から，コ ン ピュ
ー

タに 大変興味をも

ち積極的 にか か わっ て い た 。 また友達や教師の 操作

する 様子 を見 て まね た り，主体 的 に探索 した り して

経験 が 蓄積されて い く姿か ら
，
A 二Fは機器 に 強い 興

味をもつ 特性を もっ て い る こ とが 分か る 。 幼児に

とっ て 自分らしさ を表わせる表現媒体が多様 に ある

こ とで
， 表現の 選択肢が広が り，

よ り表現の 楽しさ

が味わ える と考える 」

《コ ン ピ ュ
ー

タ を媒介 に した友達 との か か わ り》
・4 月 は偶然そ こ へ 居合 わせ た 幼児 と言葉 を交す こ と

　は少な く，自分 の 知 っ てい る 機能を伝えよ うとする

姿 だが ，
2学期 に は コ ン ピュ

ー
タ の 表現 を媒介 に， 友

達 と思 っ た こ とを 言 い 合 っ た り，共感 した りす る　姿へ

とかか わ りの 質が変化 して い る 。 他 の 遊 び と コ 　ン ピュ

ー・タの 遊び をする 友達が 重な っ て い る こ とか 　らコ ン

ビュ ．一タが ある こ とで 友達 との か か わ りが 希　薄に なる

こ とは ない とい える 。 むしろ こ の場は ，
コ 　 ン ビ J ．一タ

を媒介 に，友達 に自分の 思っ た こ とを言　葉で表わ し，

か か わ りを促進 する場 に な っ て い る。　 重 要 なの は 日頃

の 学級内の 友達関係 の 育ちや ， 友達　の 存在で
，
A 子が

自己発揮 して い る こ とで あ る 。

《教師の 配慮点に つ い て 》
・A 子や学級の 他 の 幼児も興味 ・

関心をもっ て コ ン

ピュ
ー

タの 遊びに かかわ っ て い る 。 幼児が遊 び をす　す

め る力と共 に，教師も幼児の 遊ぶ過程を把握し，　 幼児

の 経 験 して い る こ とが 幼児の 育 ち に つ なが る よ　 うに方

向性 を もっ て 援助する こ とが 重 要で ある 。

・A子は友達や教師が コ ン ピュ
ータの 操作をして い る

様子 を よ く見て ，ま ねた り自分で 積極 的 に探索した　 り

しなが ら機能に気付 い て い っ た。幼児 の 中に は 教　師や

友達 に教 えて もらうこ とで機能 に気付 き，表現　を楽し

む姿 もあ る 。 そ れ ぞ れの 取 り組み の 姿 や楽 し　さの 違 い

を把握 し，幼児 の 姿に合 わせ て 共感した り　励ました り

して い く。

《ソ フ トの 選択に つ い て》
・4歳時 の 生活に即 した ソ フ トを経験する こ とが，幼

児 の 育ちにつ なが っ て い く。物語や音楽等 の ソ フ ト　 は

幼児 の経験や 時期に合わせ て ， 育て たい こ とを明　確 に

して，選択す るこ とが 大切で あ る 。

・絵をか くソ フ トは，繰 り返 し遊 びこ み経験を蓄積す

る こ とで 自分の イ メ
ージに 近づ けて 表現 で きる よ う　 に

なっ て い く。 幼児の 創造性 を発揮 で きる ソ フ ト　　を，

繰り返 し楽 しませ て い くこ とが大切で ある 。

・他 の 遊び 同様に
， 幼児が 自分 の 興味を追及 した り，

じ っ く り探索 した りして い ける よ うな 自 由な時間 を 保

証 して ， 個々 に遊 ん だ満足感 を味わ わせ て い く。

W 　 今後の 課題

　4 歳児A 子の
一
年間の 絵画表現を通 して，A子 の 経験

して い る こ とや育っ て い る こ と を探る 。
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